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ドウ球菌と比較した所，相当類似した菌を咽喉及び 起る病態生理の 2，3と，今迄全くその報告を見て居
大使，膿腕疹の部に認めた。	 ない術後短期閣，即ち腸管麻趨期は勿論，逐次日を
以上の事実は，手術創化膿を防ぐためには，皮膚 追った残存消化管の消化吸収機能を， Cr203消化吸
消毒剤jの改良と，空中に由来する菌及び外部から干 収試験法， Isotope-tracer法，その他 2，3の新しい
術場に持込まれる菌の対策が必要である事を示すも 観点より実験的，臨床的に検索し興味ある知見を得
のである。	 たので報告する。 
17. W. T. T. C及'(]Wischelinの Ehrlich 19.過去 1年半に我々の遭遇せる死亡例を繰って
腹水癌に依Q制癌テストに就て(予報〉ー 鈴木太郎，南菌義一(清水厚生病院〉
中山宗春(大学院〉 過去.1年半に清7l¥]享生病院外科を訪れた患者は 
1) 藤癌  10，詞子 10，菱実 10，惹京仁 10の混合 4978名であり，中入院せる患者は 467名である。之
物の煎剤を W.T. T. Cと仮称し，藤癌 10，白屈菜 等の中，死亡例は 24例で，外来を訪れた患者の 0.45 
10，詞子  5，菱実  5，惹京仁 5の混合物の煎剤を %に当り，ス院せる患者の 5.1μ に当る例数であ  
Wischelinと仮称した。 る。向同期間中の手術例は 387例である。之等を病 
2) 万有製薬から入手した Ehrlich癌と純系マ 死と災害死に分類すると，病死 9例，災害死 13例，
ウス (ddB系，生後 5週，雌〉を用い，オリエンタ 災害+病死 2例であり，災害死は全死亡例 24例中
ル固形餌料，水道水で、餌育し，癌細胞 150万個宛腹 の 62.5%に当る 15例の多きに達してし、る ο 災害死
腔内に移植したものに就て，  W. T. T. C及び の臨床的診断について見ると，頭蓋底骨折 8例，頭 
Wischelinを経口投与した。その延命救果は，前 蓋内出血 2例，その他 5例であり，頭部打撲による
者では対照と有意の差を生じたが，後者では有意-C: 死亡例が全災害死の 2んに当る 10例を占めている事・
なかった。体重増加の抑制にも同様の結果を得た。 は注目すベきであり， 8ωOヲ%は 1ロ2時間以内に死亡し 
3め〉 経口投与では両者.とも毒性の徴徴候!f
つたが，その薬数は Sa 戸氾 泊nの最有殻使用法 全手術 387例中，腹部手術 291例で夫れの 2予%合に当訂rkomy7ci
による努放C果には及ばなかつた。 る例数であり，腸捻転症，胃癌，胃潰蕩，胆道炎等 
4) 移植一定日後に各群から腹水を採り，夫々同 々であり，比較的予後を警戒していた症例は頗る経
数の癌細胞を健康マウスに移植し治療を加えずに観 過順調であり，術前の全身状態もよく，従ってその
察したところ，移植前の治療救果と同じ傾向を示 予後を楽観していた症例に思いがけぬ死亡例を出し
し，而かも大きな差を生じた。	 ている。 
5) 現在有殺成分の抽出実験中であり，アルコ{
ノレ溶性分劃が有数の様で、ある。	 20.工場勤労者の消化器疾患にづいて
原山嘉彦(富士電機〕
18.食道癌根治術並がに胃企別後の早期栄養に関
す各研究〈第 1報〉
富士電機の如き発電機，整流器，~圧器等の重電
機を作る工場の勤労者は消化器疾患が多し、。しかし 
磁垣弘  
345百有余の全従業員の集団検診により診断するに
食道癌根治術並びに胃全易1を余儀なくされる患者 はレ線検査を行う事は困難である。
は栄養状態不良な関係 L 術後は可及的早期に栄養 私は消化器疾患、調査表を作り従業員に胃腸の具合
補給を行う事が当然要望される。併し乍ら従来より の悪い症状を記入させて次の結果を得た。
胃切除後の早期栄養に関しての報告は多々あるが， 食事時間の不規則，食後の休憩が取れない，これ
これにつし、ての報告は殆んど見当らなし、。 により既往歴に於て胃及び十二指腸潰蕩，胆石症，
私はこれ等手術後の理想的栄養補給法を確立す可 虫垂炎の所謂腹部三徴候の擢患率が多し、。
く研究に着手したのであるが，この場合の栄養補給 この内，アンケートにより胃の具合の悪い症状，
法は胃切除後のそれとは全く違った概念のもとに考 特に空腹時の痔痛は若年者に高し、曲線を画くが，胃
えねばならなし、。 及び十二指腸潰場と診断されたものは年令と共に次巴
今回は第 1報と Lて先ず術後一早期に食倒[が注入さ 第に多くなるのこれは胃のレ線検査を受けた数に比
れる事によって起る吻合部並びにその附近の腸管に 例するもので，従って潜在患、者が若年者に多い事を
